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2015年8月3日 

報道関係各位 

若者の関心と政治や選挙に対する意識に関する調査 
2015年6月に、選挙権年齢を現在の20歳以上から18歳以上に引き下げる改正公職選挙法が成立し、来夏から

新たに18歳、19歳が選挙権を得ることになりました。 

そこで、連合（日本労働組合総連合会）（http://www.jtuc-rengo.or.jp）（所在地：東京都千代田区、会長：古賀 

伸明）は、若者の関心や情報源についての実態、政治や選挙での投票に対する意識などを把握するため、「若者

の関心と政治や選挙に対する意識に関する調査」をインターネットリサーチにより、2015年7月4日～7月12日の9日

間において実施し、全国の若者（15歳～23歳の男女）1,000名の有効サンプルを集計しました。（調査協力機関：ネ

ットエイジア株式会社） 

◆若者が関心を持っていること （P.2） 

・若者が関心を持っていること 「お金」「友人関係」「サブカル」「音楽・映像」「自身の将来」「仕事」 

・若者の政治への関心の実態は？ 

・若者の関心事で男女差 

男性は「スポーツ」、女性は「音楽・映像」「自身の将来」「恋愛」「おしゃれ」が高い傾向 

◆若者のニュースの情報源 （P.3） 

・若者のニュースの情報源 「テレビ」「ニュースサイト」「SNS」「ネット検索」「親との会話」 

・若者は“新聞離れ”？ 

ニュースの情報源は「新聞」より「ネット」、女性は「SNS」「親との会話」が高い傾向 

・世の中の動きはアプリから？ 

大学生・院生・専門学校生は「まとめサイト・ニュースアプリ」活用派が多い 

◆若者の選挙での投票に対する意識 （P.4-P.7） 

・若者の選挙での投票に対する意識 若者の7割強が「投票に行きたい」と回答 

・若者が選挙での投票先を選ぶ基準 

「政策・公約」「所属政党」「選挙演説」「候補者の実績」「選挙公報」 

・高校生の3人に1人が“選挙での投票では「選挙演説」を基準に投票先を選択”と回答！ 

・若者の投票率向上に有効な施策は？ 

「ネット投票の解禁」が半数以上の若者の投票意欲を刺激する！ 

・“もっと政治について知れる・学べる機会があれば、投票しようと思う気持ちが強くなる” 

若者の4人に1人 

・日常生活と政治の関わりについての若者の意識は？ 

・約8割の若者が“「就業のしやすさ」「働きやすさ」「給料・賃金」は政治の影響を受けている”と実感 

◆若者の労働組合の取り組みに関する認知状況について （P.8） 

・労働組合の取り組みに関する若者の認知状況は？ 

・「労働条件改善」「賃金引き上げ」「男女がともに働きやすい制度づくり」に関しては、 

高校生の3人に1人が認知 
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～～若者が関心を持っていること～～ 

◆若者が関心を持っていること 「お金」「友人関係」「サブカル」「音楽・映像」「自身の将来」「仕事」 

◆若者の政治への関心の実態は？ 

◆若者の関心事で男女差 男性は「スポーツ」、女性は「音楽・映像」「自身の将来」「恋愛」「おしゃれ」が高い傾向 

 

全国の 15 歳～23 歳の男女 1,000 名（全回答者）に、まず、現在、何に関心を持っているか聞いたところ、最も多

かったのは「お金（給料・小遣い・投資など）」で 56.5%と半数以上が挙げ、「友人関係」44.5%、「サブカルチャー（マン

ガ・アニメ・ゲームなど）」41.6%、「音楽・映像メディア（テレビ・映画など）」40.4%、「自身の将来」39.4%が続きました。

また、「政治（社会福祉・国際情勢・安全保障など含む）」は 9.5%と約 1割でした。日頃の生活における出来事などに

比べて低い結果となりましたが、18歳選挙権が成立したことによって、若者の政治への関心度が今後どのように変

化していくかは興味深いところです。 

男女別にみると、「お金」、「音楽・映像メディア」、「自身の将来」、「恋愛」、「ファッション・おしゃれ」に関心を持っ

ている人の割合は男性より女性のほうが高く、特に「音楽・映像メディア」（男性 30.4%、女性 50.4%）と「ファッション・

おしゃれ」（男性 14.0%、女性 46.0%）でその傾向が顕著でした。他方、「スポーツ・運動」（男性 25.2%、女性 11.2%）は

男性のほうが高くなりました。 
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◆現在、関心を持っていること ［複数回答形式］ ※上位20位までを抜粋
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全体 1000 56.5 44.5 41.6 40.4 39.4 39.0 38.8 32.1 30.0 26.2 23.1 22.4 18.2 15.9 14.2 11.0 9.7 9.6 9.5 9.2

性 男性 500 50.2 40.0 41.0 30.4 33.4 34.4 33.0 27.4 14.0 22.6 18.2 24.6 25.2 12.6 9.6 11.0 12.8 12.6 11.2 12.8

別 女性 500 62.8 49.0 42.2 50.4 45.4 43.6 44.6 36.8 46.0 29.8 28.0 20.2 11.2 19.2 18.8 11.0 6.6 6.6 7.8 5.6

■全体比+10pt以上/■全体比+5pt以上/■全体比-5pt以下/■全体比-10pt以下 （％）  
 

調査結果 
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～～若者のニュースの情報源～～ 

◆若者のニュースの情報源 「テレビ」「ニュースサイト」「SNS」「ネット検索」「親との会話」 

◆若者は“新聞離れ”？ ニュースの情報源は「新聞」より「ネット」、女性は「SNS」「親との会話」が高い傾向 

◆世の中の動きはアプリから？ 大学生・院生・専門学校生は「まとめサイト・ニュースアプリ」活用派が多い 

 

次に、全回答者（1,000 名）に、ふだん、何からニュースなどの世の中の動きを知っているか聞いたところ、「テレ

ビ」が最も多く 82.6%。次いで、「ニュースサイト」50.7%、「SNS」49.2%、「インターネット検索」41.4%が続きました。

「SNS」は「親との会話」（28.7%）や「新聞」（20.8%）より多く、「ニュースサイト」と同程度の割合となりました。 

男女別にみると、「SNS」で世の中の動きを知っている人の割合は男性（36.8%）より女性（61.6%）のほうが高く、女

性では「テレビ」に次いで 2 番目に高くなりました。また、「親との会話」も男性（22.8%）より女性（34.6%）のほうが高く

なりました。 

さらに、職業別にみると、大学生・大学院生・専門学校生では「SNS」（56.0%）や「まとめサイト・ニュースアプリ」

（29.3%）をニュースの情報源にしている人の割合が他の職業層に比べて高い傾向がみられました。また、高校生・

高専生では「学校の先生との会話」が 16.8%と 6人に 1人の割合となりました。 
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◆ふだん、何からニュースなどの世の中の動きを知っているか ［複数回答形式］
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全体 1000 82.6 50.7 49.2 41.4 28.7 27.3 22.7 20.8 12.0 11.9 10.5 9.2 8.3 3.9 0.1

性 男性 500 79.4 51.6 36.8 43.8 22.8 22.8 21.2 25.2 9.0 10.6 8.2 8.4 10.4 3.8 -

別 女性 500 85.8 49.8 61.6 39.0 34.6 31.8 24.2 16.4 15.0 13.2 12.8 10.0 6.2 4.0 0.2

■全体比+10pt以上/■全体比+5pt以上/■全体比-5pt以下/■全体比-10pt以下 （％）  
 

◆ふだん、何からニュースなどの世の中の動きを知っているか ［複数回答形式］

【職業別】
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全体 1000 82.6 50.7 49.2 41.4 28.7 27.3 22.7 20.8 12.0 11.9 10.5 9.2 8.3 3.9 0.1

高校生・高専生 369 84.6 41.7 47.4 34.7 31.4 28.2 18.2 21.4 11.7 8.1 16.8 11.1 8.9 4.3 -

職
大学生・大学院生

・専門学校生
352 82.1 57.1 56.0 46.9 27.3 33.5 29.3 21.3 12.2 12.2 11.6 7.7 6.5 2.8 -

業 有職者 206 80.6 54.9 41.3 44.7 26.7 19.4 19.4 17.5 12.6 13.6 1.0 8.7 9.2 4.9 0.5

その他 73 80.8 53.4 47.9 39.7 27.4 15.1 23.3 24.7 11.0 24.7 - 8.2 11.0 4.1 -

■全体比+10pt以上/■全体比+5pt以上/■全体比-5pt以下/■全体比-10pt以下 （％）  
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～～若者の選挙での投票に対する意識～～ 

◆若者の選挙での投票に対する意識 若者の 7割強が「投票に行きたい」と回答 

 

そして、全回答者（1,000名）に、選挙での投票について聞きました。 

 

まず、選挙で投票に行きたいと思うか（未成年者は、投票権があったら、行きたいと思うか）聞いたところ、「投票

に行きたいと思う」が 72.4%、「投票に行きたいと思わない」が 27.6%と、「投票に行きたいと思う」が「投票に行きたい

と思わない」を大幅に上回る結果となりました。 

男女別に「投票に行きたい」人の割合をみると、男性は 78.0%、女性は 66.8%と、男性のほうが 11.2ポイント高くな

りました。 

また、職業別に「投票に行きたい」人の割合をみると、高校生・高専生は 72.6%、大学生・大学院生・専門学校生

は 75.0%でいずれも 7 割以上でしたが、有職者では 68.9%と 7 割を下回る結果となりました。働いている若者よりも

学生のほうが投票に行きたいと思っている人の割合は高いようです。 

さらに、有職者について、男女別にみると有職者男性は 84.7%と 8割半であるものの、有職者女性は 54.6%と 5割

半にとどまりました。 
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有職者:女性【n=108】

その他:女性【n=44】

◆選挙で投票に行きたいと思うか（未成年者は、選挙権があったら、投票に行きたいと思うか）
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◆若者が選挙での投票先を選ぶ基準 「政策・公約」「所属政党」「選挙演説」「候補者の実績」「選挙公報」 

◆高校生の 3人に 1人が“選挙での投票では「選挙演説」を基準に投票先を選択”と回答！ 

 

次に、選挙で投票に行きたい人（724 名）の、選挙で投票する場合の投票先を選ぶ基準についてみると、最も多

かったのは「掲げている政策・公約」で 52.2%と半数以上が挙げ、「所属している政党」32.3%、「選挙演説の内容」

27.3%、「候補者のこれまでの実績」26.4%、「選挙公報の内容」20.6%が続きました。また、「投票に行くが、何を基準

に選ぶか分からない（白票を投じる方を含む）」は 18.2%でした。 

職業別にみると、高校生・高専生では、「選挙演説の内容」が 35.8%と 3 人に 1 人が挙げ、他の職業層に比べて

高い傾向がみられ、「インターネットの口コミで評判のいい候補者」（14.2%）でも、同様の傾向がみられました。 
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◆投票する場合、何を基準に投票先を選ぶか ［複数回答形式］ 対象：選挙で投票に行きたい人
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◆投票する場合、何を基準に投票先を選ぶか ［複数回答形式］ 対象：選挙で投票に行きたい人

【職業別】
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ジ

の

内

容

候

補

者

の

年

齢

候

補

者

の

容

姿

街

宣

車

を

使

わ

な

い

候

補

者

候

補

者

の

性

別

街

宣

車

で

よ

く

名

前

を

聞

く

候

補

者

友

達

が

投

票

す

る

・

オ

ス

ス

メ

し

て

い

る

候

補

者

（
い

い

ね

！

や

シ

ェ

ア

な

ど

）

投

票

マ

ッ
チ

ン

グ

サ

イ

ト

な

ど

の

診

断

結

果

そ

の

他

投

票

に

行

く

が

、

何

を

基

準

に

選

ぶ

か

分

か

ら

な

い

（
白

票

を

投

じ

る

方

を

含

む

）

全体 724 52.2 32.3 27.3 26.4 20.6 11.5 9.7 9.0 8.7 8.1 4.8 4.1 3.2 2.6 2.6 2.6 1.5 0.6 18.2

高校生・高専生 268 49.6 31.3 35.8 29.5 24.6 11.9 12.7 14.2 11.9 9.0 5.6 4.1 3.4 1.9 4.5 3.0 1.1 0.7 16.0

職
大学生・大学院生

・専門学校生
264 62.1 34.8 25.4 29.5 20.1 12.1 9.5 4.9 5.3 8.7 3.4 4.5 3.4 3.0 0.4 1.9 1.9 0.8 16.7

業 有職者 142 43.0 30.3 19.0 16.9 14.1 8.5 5.6 6.3 9.9 7.7 6.3 4.9 2.8 4.2 2.8 3.5 1.4 - 24.6

その他 50 40.0 30.0 16.0 20.0 20.0 14.0 6.0 10.0 6.0 2.0 4.0 - 2.0 - 4.0 2.0 2.0 - 20.0

■全体比+10pt以上/■全体比+5pt以上/■全体比-5pt以下/■全体比-10pt以下 （％）



 

 

 

6 

◆若者の投票率向上に有効な施策は？ 「ネット投票の解禁」が半数以上の若者の投票意欲を刺激する！ 

◆“もっと政治について知れる・学べる機会があれば、投票しようと思う気持ちが強くなる”若者の 4人に 1人 

 

また、全回答者（1,000 名）に、選挙がどのように変わったら「投票しよう」と思う気持ちが（今よりも）強くなると思う

か聞いたところ、「インターネットで投票ができたら」が最も多く 54.6%、「もっと候補者の比較がしやすければ」26.7%、

「もっと政治について知れる・学べる機会があれば」25.7%、「期日前投票が今よりも簡単にできたら」25.3%が続きま

した。若い世代の低い投票率の改善には、ネット投票の解禁が有効なのかもしれません。また、「もっと政治につい

て知れる・学べる機会があれば」も 4 人に 1人が挙げており、投票しやすいようにするだけではなく、若者が政治に

ついて知る・学ぶ機会を作ることも大切なようです。 

 

54.6

26.7 25.7 25.3 22.7 21.5 21.1 20.9 20.3
16.1 16.0 15.0 13.2

2.1
8.3

0%

20%

40%

60%

80%

100%

全体【n=1000】

◆選挙がどのように変わったら「投票しよう」と思う気持ちが（今よりも）強くなると思うか ［複数回答形式］

イ

ン

タ

ー
ネ

ッ
ト

で

投

票

が

で

き

た

ら

も

っ
と

候

補

者

の

比

較

が

し

や

す

け

れ

ば

も

っ
と

政

治

に

つ

い

て

知

れ

る

・

学

べ

る

機

会

が

あ

れ

ば

期

日

前

投

票

が

今

よ

り

も

簡

単

に

で

き

た

ら

一

票

の

格

差

が

改

善

さ

れ

た

ら

投

票

す

る

こ

と

が

あ

た

り

ま

え

の

空

気

に

な

れ

ば

も

っ
と

候

補

者

を

知

れ

る

機

会

が

あ

れ

ば

も

っ
と

自

分

と

似

た

考

え

の

候

補

者

が

見

つ

け

や

す

け

れ

ば

出

先

（
駅

や

旅

行

先

な

ど

）

で

投

票

が

で

き

た

ら

深

夜

や

早

朝

な

ど

の

投

票

が

今

よ

り

も

簡

単

に

で

き

た

ら

投

票

す

る

と

割

引

サ

ー
ビ

ス

が

受

け

ら

れ

る

な

ど

の

メ

リ

ッ
ト

が

あ

れ

ば

マ

イ

ナ

ス

一

票

な

ど

、

落

選

さ

せ

た

い

候

補

者

が

選

べ

た

ら

も

っ
と

政

治

に

つ

い

て

オ

ー
プ

ン

に

話

し

合

え

る

機

会

が

あ

れ

ば

そ

の

他

特

に

な

し

 
 

◆選挙がどのように変わったら「投票しよう」と思う気持ちが（今よりも）強くなると思うか ［複数回答形式］

【職業別】

n数

イ

ン

タ

ー
ネ

ッ
ト

で

投

票

が

で

き

た

ら

も

っ
と

候

補

者

の

比

較

が

し

や

す

け

れ

ば

も

っ
と

政

治

に

つ

い

て

知

れ

る

・

学

べ

る

機

会

が

あ

れ

ば

期

日

前

投

票

が

今

よ

り

も

簡

単

に

で

き

た

ら

一

票

の

格

差

が

改

善

さ

れ

た

ら

投

票

す

る

こ

と

が

あ

た

り

ま

え

の

空

気

に

な

れ

ば

も

っ
と

候

補

者

を

知

れ

る

機

会

が

あ

れ

ば

も

っ
と

自

分

と

似

た

考

え

の

候

補

者

が

見

つ

け

や

す

け

れ

ば

出

先

（
駅

や

旅

行

先

な

ど

）

で

投

票

が

で

き

た

ら

深

夜

や

早

朝

な

ど

の

投

票

が

今

よ

り

も

簡

単

に

で

き

た

ら

投

票

す

る

と

割

引

サ

ー
ビ

ス

が

受

け

ら

れ

る

な

ど

の

メ

リ

ッ
ト

が

あ

れ

ば

マ

イ

ナ

ス

一

票

な

ど

、

落

選

さ

せ

た

い

候

補

者

が

選

べ

た

ら

も

っ
と

政

治

に

つ

い

て

オ

ー
プ

ン

に

話

し

合

え

る

機

会

が

あ

れ

ば

そ

の

他

特

に

な

し

全体 1000 54.6 26.7 25.7 25.3 22.7 21.5 21.1 20.9 20.3 16.1 16.0 15.0 13.2 2.1 8.3

高校生・高専生 369 56.1 25.2 24.4 20.9 27.4 23.3 23.0 25.7 16.0 13.8 15.4 11.4 17.3 1.9 7.6

職
大学生・大学院生

・専門学校生
352 52.6 29.0 29.5 30.1 25.0 25.3 23.3 20.5 25.3 18.5 15.1 15.3 13.1 2.8 7.7

業 有職者 206 52.9 25.2 21.8 26.2 15.0 13.6 17.5 13.6 21.8 17.0 17.5 19.4 8.3 1.5 9.7

その他 73 61.6 27.4 24.7 21.9 9.6 16.4 11.0 19.2 13.7 13.7 19.2 19.2 6.8 1.4 11.0

■全体比+10pt以上/■全体比+5pt以上/■全体比-5pt以下/■全体比-10pt以下 （％）  
 

 



 

 

 

7 

◆日常生活と政治の関わりについての若者の意識は？ 

◆約 8割の若者が“「就業のしやすさ」「働きやすさ」「給料・賃金」は政治の影響を受けている”と実感 

 

選挙で投票に行きたい若者が 7 割以上となりましたが、日常生活と政治の関わりについては、どのように考えて

いるのでしょうか。全回答者（1,000名）に、労働関連や生活関連の項目について、どの程度政治の影響があると感

じるか聞きました。 

 

まず、労働関連の項目をみると、「就業のしやすさ（就職・転職環境）」「働きやすさ（労働環境）」「給料・賃金」で

は8割前後が（政治の）影響があると感じており、特に「給料・賃金」は半数近くの47.3%が「非常に影響があると感じ

る」と回答しました。 

次に、生活関連の項目についてみると、影響があると感じているのは、労働関連の項目と同様に 8割前後となり、

「モノやサービスの値段（物価）」では 44.8%が、「暮らしの安全（治安など）」では 41.4%が、「非常に影響があると感じ

る」と回答しました。日常生活は政治の影響を受けていると、多くの若者が感じている様子が窺えました。 

 

30.4 

35.0 

47.3 

44.8 

41.4 

49.7

43.1

35.2

37.6

37.4

15.5

16.7

12.5

13.1

16.8

4.4

5.2

5.0

4.5

4.4

0% 50% 100%

全体

【n=1000】

全体

【n=1000】

全体

【n=1000】

全体

【n=1000】

全体

【n=1000】

◆どの程度「政治の影響がある」と感じるか ［各単一回答形式］

非常に影響があると感じる やや影響があると感じる あまり影響があると感じない 全く影響があると感じない

■就業のしやすさ（就職・転職環境）

■働きやすさ（労働環境）

■給料・賃金

■モノやサービスの値段（物価）

■暮らしの安全（治安など）

影響があると

感じる

（計）

80.1

78.1

82.5

82.4

78.8
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～～若者の労働組合の取り組みに関する認知状況について～～ 

◆労働組合の取り組みに関する若者の認知状況は？ 

◆「労働条件改善」「賃金引き上げ」「男女がともに働きやすい制度づくり」に関しては、高校生の 3人に 1人が認知 

 

最後に、全回答者（1,000名）に、労働組合の取り組みについて知っていることを聞いたところ、「労働条件改善の

取り組みを行っている」37.3%が最も多く、「賃金引き上げの取り組みを行っている」35.1%、「男女がともに働きやすい

制度づくりを行っている」31.6%、「職場の環境改善を行っている」25.8%が続きました。また、「特になし」は 33.1%とな

りました。 

職業別にみると、「労働条件改善の取り組みを行っている」や「賃金引き上げの取り組みを行っている」、「男女が

ともに働きやすい制度づくりを行っている」は、高校生・高専生の 3 人に 1 人（それぞれ 33.3%、33.1%、35.0%）が知っ

ていることに挙げました。 

 

37.3 35.1 31.6
25.8

20.3 20.0
12.0

7.5 6.8 5.3 4.8 4.0 3.0 0.1

33.1

0%

20%

40%

60%

80%

100%

全体【n=1000】

◆労働組合の取り組みについて、知っていること ［複数回答形式］

労

働

条

件

改

善

の

取

り

組

み

を

行

っ
て

い

る

賃

金

引

き

上

げ

の

取

り

組

み

を

行

っ
て

い

る

男

女

が

と

も

に

働

き

や

す

い

制

度

づ

く

り

を

行

っ
て

い

る

職

場

の

環

境

改

善

を

行

っ
て

い

る

パ

ー
ト

労

働

者

の

賃

金

引

き

上

げ

、

労

働

条

件

改

善

の

取

り

組

み

を

行

っ
て

い

る

雇

用

を

守

る

取

り

組

み

を

行

っ
て

い

る

労

働

相

談

を

行

っ
て

い

る

被

災

地

支

援

な

ど

の

社

会

貢

献

活

動

を

行

っ
て

い

る

地

球

環

境

を

守

る

取

り

組

み

を

行

っ
て

い

る

政

府

や

行

政

に

対

し

て

政

策

提

言

を

行

っ
て

い

る

核

兵

器

廃

絶

に

向

け

た

取

り

組

み

な

ど

の

平

和

運

動

を

行

っ
て

い

る

職

場

で

レ

ク

リ

エ

ー
シ

ョ
ン

活

動

を

行

っ
て

い

る

世

界

の

労

働

組

合

と

一

緒

に

活

動

し

て

い

る

そ

の

他

特

に

な

し

 
 

◆労働組合の取り組みについて、知っていること ［複数回答形式］

【職業別】

n数

労

働

条

件

改

善

の

取

り

組

み

を

行

っ
て

い

る

賃

金

引

き

上

げ

の

取

り

組

み

を

行

っ
て

い

る

男

女

が

と

も

に

働

き

や

す

い

制

度

づ

く

り

を

行

っ
て

い

る

職

場

の

環

境

改

善

を

行

っ
て

い

る

パ

ー
ト

労

働

者

の

賃

金

引

き

上

げ

、

労

働

条

件

改

善

の

取

り

組

み

を

行

っ
て

い

る

雇

用

を

守

る

取

り

組

み

を

行

っ
て

い

る

労

働

相

談

を

行

っ
て

い

る

被

災

地

支

援

な

ど

の

社

会

貢

献

活

動

を

行

っ
て

い

る

地

球

環

境

を

守

る

取

り

組

み

を

行

っ
て

い

る

政

府

や

行

政

に

対

し

て

政

策

提

言

を

行

っ
て

い

る

核

兵

器

廃

絶

に

向

け

た

取

り

組

み

な

ど

の

平

和

運

動

を

行

っ
て

い

る

職

場

で

レ

ク

リ

エ

ー
シ

ョ
ン

活

動

を

行

っ
て

い

る

世

界

の

労

働

組

合

と

一

緒

に

活

動

し

て

い

る

そ

の

他

特

に

な

し

全体 1000 37.3 35.1 31.6 25.8 20.3 20.0 12.0 7.5 6.8 5.3 4.8 4.0 3.0 0.1 33.1

高校生・高専生 369 33.3 33.1 35.0 21.1 19.0 17.9 9.2 10.3 8.4 4.3 6.5 3.8 3.3 - 33.9

職
大学生・大学院生

・専門学校生
352 46.6 40.1 33.5 31.3 23.3 25.9 14.5 5.7 6.0 8.0 3.1 3.1 2.0 - 28.7

業 有職者 206 33.0 35.4 25.2 24.3 21.4 15.5 12.6 6.3 5.8 2.9 4.9 4.9 3.9 0.5 35.0

その他 73 24.7 20.5 23.3 27.4 9.6 15.1 12.3 5.5 5.5 4.1 4.1 6.8 4.1 - 45.2

■全体比+10pt以上/■全体比+5pt以上/■全体比-5pt以下/■全体比-10pt以下 （％）
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◆調査タイトル：若者の関心と政治や選挙に対する意識に関する調査 

◆調査対象 ：ネットエイジアリサーチのモニター会員を母集団とする 

15歳～23歳の男女 

◆調査期間 ：2015年7月4日～7月12日 

◆調査方法 ：インターネット調査 

◆調査地域 ：全国 

◆有効回答数 ：1,000サンプル（各性年代が概ね均等になるように抽出） 

 15歳 16歳 17歳 18歳 19歳 20歳 21歳 22歳 23歳 計 

男性 55 56 56 56 56 56 55 55 55 500 

女性 55 56 56 56 56 56 55 55 55 500 

◆実施機関 ：ネットエイジア株式会社(担当：吉田) 
 

 

本ニュースレターの内容の転載にあたりましては、「連合調べ」と 
付記のうえご使用くださいますよう、お願い申し上げます。 

 

 

連合（日本労働組合総連合会） 

 

総合企画局  広報・教育局 担当：西野、湯本、遠藤 

TEL  ：03-5295-0538 

E メール ：jtuc-kouhou@sv.rengo-net.or.jp 

 

総合企画局  企画局  担当：奥田、岩城 

TEL  ：03-5295-0510 

E メール ：jtuc-kikaku@sv.rengo-net.or.jp 

 

受付時間 ：10時 00分～17時 30分(月～金) 

 

 

組織名 ：連合(日本労働組合総連合会) 

代表者名 ：会長 古賀 伸明 

発足 ：1989年 11月 

所在地 ：東京都千代田区神田駿河台 3-2-11連合会館 

業務内容 ：すべての働く人たちのために、希望と安心の社会をつくる 

■■調査概要■■ 

■■報道関係の皆様へ■■ 

■■本調査に関するお問合せ窓口■■ 

■■連合(日本労働組合総連合会) 概要■■ 


